
みどりの教室（千葉県緑化推進委員会主催） 

森と自然を活用した遊び（自然体験） 

―いつでも、どこでも、だれでもできる― 

平田 稚江子（千葉市） 

日 時：2025年 8月 6日（水）10：00～15：00   天候：晴れ 

参加者：27名 見学者：5名（県職員２名、企業関係者 2名、その他 1名）、事務局（4名） 

講 師：晝間、補助スタッフ：小川・平田 

 

「みどりの教室」は幼稚園、保育園などの先生方を対象に実施している研修で、自然体験遊び

を学ぶ機会となっています。今年は、記録的な猛暑の中、参加された幼稚園、保育園の先生方、

又自然観察ちばのメンバーも加わり、熱気に満ちた研修がはじまりました。 

＊五感を研ぎ澄ます 

晝間講師の声掛けで、日陰、刺すような太陽の熱、風を体感、自然は生き物だけではない、 

常に五感を研ぎ澄ますことの大切さについて学びました。 

＊自然遊び体験〈ダンゴムシと遊ぼう〉 

子どもの目線を意識することが大切であること。子どもの目線がとらえる生き物であるダンゴムシ

をよく観察してから、ダンゴムシ鬼ごっこ（ダンゴムシになって遊ぶ）ダンゴムシレース、ダンゴムシ

迷路など、こんなにダンゴムシで遊べるなんて、と驚きましたが、圧巻はダンゴムシレストランでし

た。チーズ、野菜、コンクリートまで様々な食材を用意しどれにダンゴムシが集まるか、楽しく学ぶ

実践のお手本のようでした。 

＊自然体験の意義と安全性 

幼児期からの自然体験が生きるための力を培っていく、自然体験の重要性を保育者が認識し、

子どもたちの体験に共感し、適切な援助をしていくことが大切。 

自然物と人工物との違い、多様性について、またリスクとハザードについて、など多くの内容につ

いて学びました。 

＊自然遊び体験〈木の枝と遊ぶ〉〈つると遊ぶ〉 

木の枝一本でも様々な遊びができること、そしてグループごとに枝を組んで焚火を作り、 

そこから 今度は樹を作り 葉を茂らせ 根を生やす、想像力を引き出す素晴らしい遊びとなってい

ました。最後に、クズのつるで遊び、クズの葉柄でムカデづくり。 

五感を使い、全身を使い、想像力、創造力に満ちた研修となりました。参加者からは楽し 

かった、実践したいという声がたくさん寄せられました。 

ダンゴムシ探し             たき火ごっこ          私たちの木をつくろう！ 


